
中国の文化Ⅲ

日中文化交流史

第七回 元寇



九
〇
七
年
に
唐
が
滅
亡
し
た
後
、
東
ア

ジ
ア
に
は
民
族
文
字
の
制
定
に
象
徴
さ
れ

る
、
強
い
民
族
意
識
を
持
っ
た
諸
民
族
が

相
継
い
で
台
頭
す
る
よ
う
に
な
る
。

五
代
十
国
時
代
に
後
唐
、
後
晋
、
後
漢

を
開
い
た
テ
ュ
ル
ク
系
の
沙
陀
族
、
燕
雲

十
六
州
を
版
図
に
治
め
た
モ
ン
ゴ
ル
系
の

契
丹
族
、
北
宋
を
滅
ぼ
し
て
中
国
の
北
半

分
を
支
配
し
た
ツ
ン
グ
ー
ス
系
の
女
真
族
。

極
東
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
巨
大
帝

国
を
築
い
た
モ
ン
ゴ
ル
族
は
、
女
真
族
の

金
を
滅
ぼ
し
、
朝
鮮
半
島
の
高
麗
を
帰
順

さ
せ
、
江
南
に
逼
塞
し
て
い
た
漢
民
族
の

南
宋
を
滅
ぼ
す
。
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Karl August Wittfogel (1896～1988)
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Conquest Dynasties



十
三
世
紀
の
末
、
日
本
は
白
村
江
の
戦

い
以
来
の
対
外
的
危
機
の
迎
え
る
。

極
東
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
る
巨
大
帝

国
を
築
い
た
モ
ン
ゴ
ル
が
、
高
麗
を
帰
順

さ
せ
、
南
宋
攻
略
と
前
後
し
て
、
二
度
に

わ
た
り
日
本
遠
征
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

元
寇
と
呼
ば
れ
る
日
本
遠
征
の
前
に
、

モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
と
の
間
で
は
ど
の
よ
う

な
外
交
交
渉
が
行
わ
れ
た
の
か
。
モ
ン
ゴ

ル
が
日
本
遠
征
に
失
敗
し
た
真
の
理
由
は

何
だ
っ
た
の
か
。
一
方
、
こ
う
し
た
対
立

の
間
も
東
ア
ジ
ア
の
貿
易
や
文
化
交
流
は

絶
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
を
支

え
た
の
は
ど
の
よ
う
な
人
々
だ
っ
た
か
。

今
回
の
講
義
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。



目次

第一節 元の第一回日本遠征と三別抄

第二節 南宋の滅亡

第三節 元の第二回日本遠征と幻の第三回
遠征計画

第四節 外交官としての？？
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一
二
〇
六
年
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
に
よ
っ

て
統
一
さ
れ
た
モ
ン
ゴ
ル
は
、
ユ
ー
ラ
シ

ア
大
陸
を
席
巻
し
、
極
東
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
い
た
る
大
帝
国
を
建
設
し
た
。

一
二
七
四
年
、
そ
の
矛
先
は
つ
い
に
日

本
へ
と
向
け
ら
れ
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
第
一

回
日
本
遠
征
、
文
永
の
役
で
あ
る
。



モンゴルの第五代皇帝クビライ 鎌倉幕府第八代執権・北条時宗
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モ
ン
ゴ
ル
の
皇
帝
ク
ビ
ラ
イ
は
、
日

本
へ
の
遠
征
を
行
う
前
に
あ
る
こ
と

を
行
っ
た
。
そ
れ
は
何
か
？

①
日
本
に
先
遣
隊
を
派
遣
し
て
、
防

衛
設
備
の
破
壊
を
行
っ
た

②
日
本
に
親
書
を
送
り
、
平
和
的
外

交
関
係
を
求
め
た

Q



ＮＨＫ ETV特集「日本と朝鮮の２０００年第６集」より



第
一
回
日
本
遠
征
の
六
年
前
（
一
二
六

八
年
）
、
モ
ン
ゴ
ル
の
第
五
代
皇
帝
ク
ビ

ラ
イ
は
、
外
交
交
渉
の
た
め
、
日
本
に
親

書
を
送
っ
た
。

そ
の
写
し
が
奈
良
東
大
寺
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。
『
蒙
古
国
牒
状(

調
伏
異
朝
怨

敵
抄)

』
で
あ
る
。



蒙古國牒状(奈良東大寺尊勝院藏)



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

天
命
を
受
け
た
大
蒙
古
国
の
皇
帝
が
、

書
を
日
本
国
王
に
奉
る
。

朕
が
思
う
に
、
昔
か
ら
国
境
を
接
す
る

も
の
は
、
小
国
の
君
主
で
あ
っ
て
も
音
信

を
通
じ
あ
い
、
和
睦
に
努
め
て
き
た
。
ま

し
て
我
が
祖
宗
は
天
命
を
受
け
、
中
国
を

領
有
し
た
。

蒙
古
國
牒
状(

奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

周
辺
の
国
々
も
わ
が
威
を
恐
れ
、
徳
を

慕
う
も
の
は
数
知
れ
な
い
。
朕
が
即
位
し

た
初
め
、
高
麗
の
無
辜
の
民
が
長
く
戦
争

に
苦
し
ん
で
い
た
た
め
、
兵
を
引
き
揚
げ
、

国
土
を
還
し
、
老
人
子
供
を
帰
ら
せ
た
。

蒙
古
國
牒
状(

奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

高
麗
の
君
臣
は
感
激
し
て
来
朝
し
、
君

と
臣
の
関
係
で
は
あ
る
が
、
父
子
の
よ
う

に
仲
睦
ま
じ
く
し
て
い
る
。
思
う
に
こ
の

こ
と
は
王
の
君
臣
も
す
で
に
ご
存
じ
で
あ

ろ
う
。
高
麗
は
朕
の
東
の
藩
属
国
で
あ
り
、

日
本
は
高
麗
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
開

国
以
来
し
ば
し
ば
中
国
と
も
通
交
し
て
い

る
。

蒙
古
國
牒
状(

奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

と
こ
ろ
が
朕
が
即
位
し
て
以
来
、
一
度

も
平
和
友
好
の
使
節
を
送
っ
て
来
な
い
。

こ
れ
は
王
が
ご
存
じ
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う

と
思
い
、
使
節
を
派
遣
し
、
親
書
を
持
参

さ
せ
、
朕
の
意
を
伝
え
る
こ
と
に
し
た
。

蒙
古
國
牒
状(

奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

願
わ
く
は
、
今
後
は
交
流
を
深
め
て
友

好
関
係
を
結
び
、
和
睦
を
は
か
り
た
い
。

蒙
古
國
牒
状(

奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)



ク
ビ
ラ
イ
か
ら
の
親
書

聖
人
は
四
海
を
以
っ
て
家
と
す
る
と
い

う
が
、
互
い
に
交
流
を
深
め
ず
に
ど
う
し

て
一
家
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ま

し
て
刃
を
交
え
る
な
ど
、
誰
が
そ
れ
を
望

も
う
か
。
王
よ
、
ど
う
か
熟
慮
さ
れ
よ
。

至
元
三
年
八
月

日

蒙
古
國
牒
状(
奈
良
東
大
寺
尊
勝
院
藏)



ク
ビ
ラ
イ
が
日
本
に
親
書
を
送
っ
た
当

時
、
高
麗
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。



ＮＨＫ ETV特集「日本と朝鮮の２０００年第６集」より



親
書
を
無
視
し
、
外
交
交
渉
を
拒
否

し
た
日
本
に
対
し
、
ク
ビ
ラ
イ
は
第

一
回
遠
征
を
計
画
す
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
実
行
さ
れ
た
の
は
、
六
年
も

後
の
こ
と
だ
っ
た
。
な
ぜ
遠
征
は
遅

れ
た
の
か
？

①
朝
鮮
半
島
で
モ
ン
ゴ
ル
に
対
す
る

激
し
い
抵
抗
運
動
が
起
っ
た
た
め

②
ク
ビ
ラ
イ
が
亡
く
な
り
、
モ
ン
ゴ

ル
内
部
で
後
継
者
争
い
が
起
こ
っ

た
た
め

Q



ＮＨＫ ETV特集「日本と朝鮮の２０００年第６集」より



蒙古襲来絵詞(模写本 原本は宮内庁三の丸尚蔵館藏)

肥後国の御家人竹崎季長が自身の元寇での活躍を描かせた絵詞



蒙古襲来絵詞(模写本 原本は宮内庁三の丸尚蔵館藏)

肥後国の御家人竹崎季長が自身の元寇での活躍を描かせた絵詞
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肥後国の御家人竹崎季長が自身の元寇での活躍を描かせた絵詞

て

つ

は

う

蒙古襲来絵詞.jpg
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第二節 南宋の滅亡



南宋

南宋の防衛拠点・襄陽(現在の襄樊)

南宋の都・臨安(現在の杭州)

日
本
へ
の
第
一
回
遠
征
の
後
、
ク
ビ
ラ

イ
は
南
宋
へ
の
攻
撃
を
本
格
化
し
、
そ
の

防
衛
拠
点
の
一
つ
襄
陽
城
を
攻
撃
す
る
。



南宋

南宋の防衛拠点・襄陽

南宋の都・臨安(現在の杭州)



襄陽城

http://www.af96.com/bbs/dispbbs.asp?BoardID=18&ID=8320


幅
四
五
〇
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
大
な

外
堀
に
守
ら
れ
た
襄
陽
城
を
攻
め
落

と
す
た
め
、
ク
ビ
ラ
イ
は
あ
る
新
兵

器
を
利
用
す
る
。
そ
の
新
兵
器
と
は

何
か
？

①
潜
水
艦

②
投
石
機

Q

http://www.af96.com/bbs/dispbbs.asp?BoardID=18&ID=8320


回回砲(Trebuchet)



ＮＨＫ「文明の道～クビライの夢・ユーラシア帝国の完成」より



ク
ビ
ラ
イ
は
襄
陽
城
を
攻
略
す
る
た

め
に
新
型
投
石
機
の
技
術
者
を
招
い

た
。
こ
の
技
術
者
と
は
ど
の
よ
う
な

人
か
？

①
西
域
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒

②
日
本
人

Q

http://www.af96.com/bbs/dispbbs.asp?BoardID=18&ID=8320


元史巻二百三亦思馬因伝

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
砲
術
家
た
ち

襄
陽
城
の
攻
撃
は
一
二
六
八
年
頃
か
ら

始
ま
っ
た
が
、
難
攻
不
落
を
誇
る
こ
の
城

を
攻
め
落
と
す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

ク
ビ
ラ
イ
は
ペ
ル
シ
ア
を
支
配
し
て
い

た
イ
ル
・
ハ
ン
国
に
依
頼
し
、
十
字
軍
と

の
戦
い
で
最
新
鋭
の
投
石
機
の
技
術
を
有

し
て
い
た
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
砲
術
家
ア

ラ
ー
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル

を
大
都
に
呼
び
よ
せ
、
襄
陽
城
の
攻
略
に

そ
の
新
型
投
石
機(

回
回
砲)

投
入
し
た
。



元史巻二百三亦思馬因伝



イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
砲
術
家
た
ち

イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
、

西
域
の
実
喇
の
人
で
あ
る
。
投
石
機
の
製

造
に
優
れ
た
技
術
を
持
っ
て
い
た
。

至
元
八
年(
一
二
七
一
年)

、
ア
ラ
ー

ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
と
も
に
都
に
呼
ば
れ
、

十
年(

一
二
七
三
年)
、
襄
陽
城
の
攻
撃
に

従
っ
た
。

元
史
巻
二
〇
三

亦
思
馬
因
伝







回回砲(Trebuchet)

投
石
機
の
威
力

（
イ
ス
マ
ー
イ
ー
ル
は
）
地
勢
を
調
べ
、

投
石
機
を
襄
陽
城
の
東
南
の
隅
に
置
い
た
。

重
さ
百
五
十
斤(

約
九
十
キ
ロ)

も
あ
る
砲

弾
が
発
射
さ
れ
る
と
爆
音
は
天
地
を
震
わ

せ
、
被
弾
し
た
所
は
す
べ
て
破
壊
さ
れ
、

砲
弾
は
地
下
七
尺(

約
二
メ
ー
ト
ル)

に
達

し
た
。
南
宋
の
安
撫
・
呂
文
煥
は
こ
れ
に

驚
き
、
城
を
開
い
て
投
降
し
た
。

元
史
巻
二
〇
三

亦
思
馬
因
伝
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第三節 元の第二回日本遠征と
幻の第三回遠征計画



第
一
回
日
本
遠
征(

文
永
の
役)

の
翌

一
二
七
五
年
、
ク
ビ
ラ
イ
は
、
再
び

日
本
に
外
交
使
節
を
派
遣
し
た
が
、

日
本
は
こ
れ
に
ど
う
対
応
し
た
か
？

①
外
交
使
節
を
殺
し
て
し
ま
っ
た

②
戦
争
回
避
の
交
渉
を
行
っ
た

Q



第
一
回
日
本
遠
征(

文
永
の
役)

の
翌
一

二
七
五
年
、
ク
ビ
ラ
イ
は
再
び
日
本
に
外

交
使
節
を
派
遣
す
る
。
し
か
し
、
と
き
の

執
権
・
北
条
時
宗
は
使
節
団
を
鎌
倉
に
連

行
し
、
正
使
・
杜
世
忠
以
下
五
名
を
斬
首

し
た
。

激
怒
し
た
ク
ビ
ラ
イ
は
、
一
二
八
一
年
、

第
二
回
日
本
遠
征(

弘
安
の
役)

を
行
っ
た
。



常立寺に伝わる「元使塚」(神奈川県藤沢市)



蒙古襲来絵詞(模写本 原本は宮内庁三の丸尚蔵館藏)

肥後国の御家人竹崎季長が自身の元寇での活躍を描かせた絵詞



元寇防塁跡(福岡市)

1276年に博多湾沿岸に建造された石塁。高さ2.5～3m 全長20km



肥後国の御家人竹崎季長が自身の元寇での活躍を描かせた絵詞

蒙古襲来絵詞(模写本 原本は宮内庁三の丸尚蔵館藏)



元
は
三
度
目
の
日
本
遠
征
を
計
画
し

て
い
た
が
、
こ
れ
は
あ
る
理
由
か
ら

中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

理
由
と
は
何
か
？

①
南
宋
の
遺
臣
ら
が
激
し
い
抵
抗
を

続
け
て
い
た
た
め

②
大
越(

ベ
ト
ナ
ム)

へ
の
遠
征
に
失

敗
し
た
た
め

Q



ＮＨＫ ETV特集「日本と朝鮮の2000年 第6回」より
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白藤(バクダン)河の戦い
1288年
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第五節 外交官としての？？



二
度
に
わ
た
る
遠
征
が
失
敗
し
た
後
、

元
は
ふ
た
た
び
日
本
に
使
節
を
送
る

が
、
外
交
使
節
が
殺
さ
れ
ぬ
よ
う
意

外
な
人
々
を
外
交
官
に
起
用
す
る
。

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
人
々
か
？

①
南
宋
の
遺
臣

②
禅
宗
の
僧
侶

Q



第
二
回
日
本
遠
征
（
弘
安
の
役
）
の
後
、

ク
ビ
ラ
イ
は
補
陀
落
山
観
音
寺
の
長
老
・

如
智
と
正
使
・
王
君
治
を
使
者
と
し
て
日

本
に
派
遣
し
た
。

如
智
ら
は
、
一
二
八
四
年
に
対
馬
に
到

着
し
た
が
、
日
本
行
き
を
拒
む
船
員
等
の

反
乱
に
よ
っ
て
正
使
・
王
君
治
が
殺
害
さ

れ
た
た
め
、
如
智
は
帰
国
し
、
ク
ビ
ラ
イ

の
親
書
だ
け
が
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。



善隣国宝記巻上モンゴルの第五代皇帝クビライ



外
交
官
と
し
て
の
僧
侶

天
命
を
受
け
た
皇
帝
、
聖
旨
を
発
し
て

日
本
国
王
に
諭
す
。
か
つ
て
彼
の
国
＊
は

先
に
使
節
を
派
遣
し
て
朝
見
し
た
た
め
、

朕
も
返
使
を
送
っ
て
こ
れ
に
報
い
た
。
す

で
に
確
約
を
交
わ
し
て
お
り
、
汝
も
そ
れ

を
忘
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

＊
原
文
は
「
彼
」
、
こ
こ
で
は
日
本
を
指
す
。

宣
諭
日
本
国
詔
文(

善
隣
国
宝
記
巻
上
所
引)



外
交
官
と
し
て
の
僧
侶

と
こ
ろ
が
、
彼
の
国
が
信
使
を
捕
え
て

返
さ
ぬ
た
め
、
朕
は
水
軍
を
発
し
て
咎
め

さ
せ
た
。
古
え
は
兵
を
交
え
る
と
も
使
者

は
そ
の
間
を
往
来
し
た
。
彼
の
国
は
一
語

も
交
わ
さ
ず
し
て
固
く
王
師
を
拒
ん
で
い

る
。
す
で
に
敵
対
し
た
以
上
、
使
節
を
派

遣
す
べ
き
で
は
な
い
。

宣
諭
日
本
国
詔
文(

善
隣
国
宝
記
巻
上
所
引)



外
交
官
と
し
て
の
僧
侶

し
か
し
補
陀
禅
寺
の
長
老
如
智
ら
が
、

上
奏
し
て
言
う
よ
う
、

「
も
し
ま
た
水
軍
を
発
し
て
討
伐
す
れ
ば
、

多
く
の
命
が
失
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
彼
の

国
の
中
に
も
仏
教
の
感
化
を
受
け
た
者
が

お
り
ま
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
大
小
強
弱
の

理
を
知
ら
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
」

宣
諭
日
本
国
詔
文(

善
隣
国
宝
記
巻
上
所
引)



外
交
官
と
し
て
の
僧
侶

「
臣
ら
が
聖
旨
を
奉
じ
て
宣
諭
す
れ
ば
、

必
ず
や
多
く
の
命
が
救
わ
れ
ま
す
。
彼
の

国
も
か
な
ら
ず
や
反
省
し
て
、
心
か
ら
帰

順
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
」
と
。

こ
の
奏
請
を
許
し
て
、
い
ま
長
老
如
智

と
提
挙
王
君
治
を
遣
わ
し
、
詔
を
奉
じ
て

彼
の
国
に
往
か
せ
る
こ
と
に
し
た
。

宣
諭
日
本
国
詔
文(

善
隣
国
宝
記
巻
上
所
引)



外
交
官
と
し
て
の
僧
侶

善
な
る
も
の
は
友
好
の
ほ
か
に
な
く
、

悪
な
る
も
の
は
戦
争
の
ほ
か
に
な
い
。
こ

れ
を
機
に
帰
順
す
る
な
ら
ば
、
わ
が
使
節

と
と
も
に
来
朝
せ
よ
。

彼
の
者
を
諭
す
の
は
、
朕
が
禍
福
の
変

を
天
命
と
識
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
詔

示
す
。
よ
ろ
し
く
そ
の
意
を
知
悉
せ
よ
。

宣
諭
日
本
国
詔
文(

善
隣
国
宝
記
巻
上
所
引)



モンゴルの第五代皇帝クビライ



元成宗ティムール(1294～1307) 元史巻二十成宗本紀三

ク
ビ
ラ
イ
の
後
を
継
い
だ
孫
の
テ
ィ

ム
ー
ル
は
、
日
本
と
の
関
係
改
善
の
た
め
、

一
二
九
九
年
、
再
び
禅
僧
の
外
交
使
節
を

派
遣
し
た
。
一
山
一
寧
で
あ
る
。



元成宗ティムール(1294～1307) 元史巻二十成宗本紀三



元成宗ティムール(1294～1307) 元史巻二十成宗本紀三

南
禅
寺
の
住
持
と
な
っ
た
禅
僧
国
使

(

大
德
三
年
三
月)

妙
慈
弘
濟
大
師
江
浙

釋
教
總
統
補
陀
僧
一
山
に
命
じ
て
、
詔
を

奉
じ
て
日
本
へ
使
い
さ
せ
た
。

元
史
卷
二
十
成
宗
本
紀
三



元成宗ティムール(1294～1307)

南
禅
寺
の
住
持
と
な
っ
た
禅
僧
国
使

詔
に
曰
く
「
所
管
の
役
人
に
よ
れ
ば
、

む
か
し
世
祖
皇
帝(

ク
ビ
ラ
イ)

は
、
補
陀

禅
僧
如
智
と
王
積
翁(

君
治)

ら
二
名
を
派

遣
し
て
、
詔
を
奉
じ
て
日
本
と
の
通
好
を

図
っ
た
が
、
途
中
で
妨
害
に
遭
い
、
帰
還

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」元

史
卷
二
十
成
宗
本
紀
三



元成宗ティムール(1294～1307)

南
禅
寺
の
住
持
と
な
っ
た
禅
僧
国
使

「
朕
が
即
位
し
て
以
来
、
い
ず
れ
の
国
と

も
良
好
な
関
係
を
築
い
て
お
り
、
日
本
と

も
国
交
も
回
復
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

い
ま
如
智
は
す
で
に
高
齢
の
た
め
、
高
僧

の
補
陀(

一
山
一
寧)

を
商
船
と
と
も
に
派

遣
し
、
勅
諭
を
伝
え
る
こ
と
に
し
た
。
」

元
史
卷
二
十
成
宗
本
紀
三



元成宗ティムール(1294～1307)

南
禅
寺
の
住
持
と
な
っ
た
禅
僧
国
使

「
朕
が
そ
の
要
請
に
従
う
の
は
、
先
帝
の

遺
志
を
成
就
し
た
い
か
ら
で
あ
る
。
民
を

安
ん
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
王

に
よ
く
考
慮
し
て
ほ
し
い
。
」

元
史
卷
二
十
成
宗
本
紀
三



一
山
一
寧
（
一
二
四
七
～
一
三
一
七
）

中
国
臨
済
宗
の
禅
僧
。
一
二
九
九
年
、

元
の
成
宗
テ
ィ
ム
ー
ル
の
命
を
受
け
、
国

使
と
し
て
来
日
。
鎌
倉
幕
府
執
権
の
北
条

貞
時
に
よ
り
一
時
幽
閉
さ
れ
た
が
、
ま
も

な
く
釈
放
さ
れ
、
鎌
倉
の
建
長
寺
、
円
覚

寺
、
浄
智
寺
の
住
持
を
歴
任
し
た
後
、
一

三
一
三
年
、
後
宇
多
上
皇
の
招
き
で
京
都

の
南
禅
寺
の
住
持
と
な
っ
た
。
優
れ
た
学

識
に
よ
り
人
望
を
集
め
、
没
後
、
花
園
天

皇
か
ら
「
一
山
国
師
」
と
諡
号
さ
れ
た
。

一一山一寧坐像（京都・南禅院蔵）



中巌円月像（京都・霊源院蔵）

承
久
の
変(

一
二
二
一
年)

を
経
て

政
治
的
基
盤
を
固
め
た
鎌
倉
幕
府
は
、

朝
廷
の
庇
護
を
受
け
た
体
制
仏
教
に

対
抗
す
る
た
め
、
一
二
五
三
年
、
南

宋
か
ら
の
渡
来
僧
・
蘭
渓
道
隆
を
初

代
住
職
に
迎
え
て
建
長
寺
を
創
建
し

た
。
以
来
約
一
世
紀
の
間
、
日
本
と

宋
、
元
の
間
で
は
禅
僧
を
中
心
と
す

る
盛
ん
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。



禅
宗
は
国
家
や
民
族
の
壁
を
越
え

て
、
東
ア
ジ
ア
の
人
々
を
結
び
つ
け

た
。
山
形
県
鶴
岡
市
に
あ
る
国
見
山

玉
川
寺
は
、
一
二
五
一
年
に
高
麗
か

ら
の
渡
来
僧
・
了
然
法
明(

り
ょ
う
ね

ん
ほ
う
み
ょ
う)
禅
師
が
開
い
た
禅
寺

で
あ
る
。



中巌円月像（京都・霊源院蔵）
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禅僧による交流



ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
極
東
に
至
る
巨
大
帝

国
を
築
い
た
モ
ン
ゴ
ル
。
中
国
か
ら
漢
民

族
王
朝
が
消
え
去
る
中
、
日
本
は
モ
ン
ゴ

ル
軍
の
二
度
に
わ
た
る
遠
征
を
受
け
る
。

こ
れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、

朝
鮮
半
島
や
ベ
ト
ナ
ム
の
人
々
の
モ
ン
ゴ

ル
に
対
す
る
果
敢
な
抵
抗
運
動
が
あ
っ
た
。

一
方
、
こ
う
し
た
戦
乱
の
時
代
に
あ
っ

て
も
、
禅
僧
た
ち
は
国
境
に
縛
ら
れ
る
こ

と
な
く
日
中
間
を
往
来
し
、
外
交
交
渉
や

文
化
交
流
の
場
で
活
躍
し
た
。
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